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要約
政府の効果的な監視措置が奏功しCOVID-19の感染拡大（以下、パンデミ
ック）を抑えたベトナムでは、経済がダイナミックな成長を続けている。政
府は、ベトナム経済を国際的な枠組みに位置付けるため、国内にクラスター
を形成させ、企業によるグローバル・バリュー・チェーン（以下、GVC）
の活用を促進し、投資家にとって魅力的な投資機会の創造に努めている。
しかし、この変貌する経済の内部には、マクロ及び企業レベルでの問題も

存在している。本稿は、GVCに関係する企業の長期的利益を維持するため
に、採用するべき政策と企業経営環境における注目すべきポイントを明らか
にする。

1．はじめに

ベトナムの投資環境について、在ベトナム欧州商工会議所（EuroCham：
以下、ユーロチャム）代表は、今後2、3年で確実に好転し、ビジネス及び
投資先としてベトナムは最も注目される国の一つになるだろうと述べてい
る。外国人投資家の42％が、2022年末までにベトナムへの直接投資（以下、
FDI）を拡大すると予想している。また、ベトナムがFDIを現行水準から拡
大させるための有効な措置として、手続き面の負担軽減（68％）、インフラ
の改善（53％）、人材開発（39％）、外国人専門家のビザ取得障壁の低減
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（39％）を指摘している。
ユーロチャムによると、ベトナムの経済成長率は、2022年第3四半期に前

年同期比13.67％の過去最高を記録したものの、同期のユーロチャム・ビジ
ネス環境指標（以下、BCI）は前期から若干低下して62.2ポイントとなった。

しかしながら、世界経済が混乱する中にあっても、ベトナムのBCIは、パ
ンデミック前の19年第4四半期の水準である52.0ポイントを依然10.2ポイント
上回っている。これは、パンデミックによるソーシャルディスタンス措置を
緩和しつつあった20年第4四半期のBCIからも1.2ポイント上回るものだ。

ジェトロが行った「2021年度海外進出日系企業実態調査」では、海外投資
を行っている日本企業100社のうち、ベトナムでの事業展開を拡大する予定
の企業は55.3％に上った。これは、東南アジアで最も高い一方、事業を縮小
する予定の企業はわずか2.2％と東南アジアで最も低い比率となっている。
このことは、ベトナムのビジネス環境が日本企業にとって非常に魅力的であ
ることを示している。

計画投資省（以下、MPI）の外国投資庁（以下、FIA）によると、2021年
12月20日時点で、ベトナムで認可されたFDIは、新規、拡張の他、外国投資
家による出資・株式購入額など、総額311億5,000万ドル（前年比9.2％増）に
達した。このうち21年に実施されたFDIは推定197億4,000万ドルと推定され
ている。具体的には、21年に1,738件の新規プロジェクトに投資認可証明書
が発行され、新規認可額は総額152億ドルを上回り（前年比4.1％増）、拡張
投資は、前年に申請されたものを含む985件の認可プロジェクトが対象とな
り、90億1,000万ドルが上乗せされた（前年比40.5％増）。投資の勢いは続い
ており、22年1月には103件の新たなFDIプロジェクトが認可され、認可額は
約3億8,800万ドルに達した。

米中貿易摩擦の影響で、ベトナムに投資の波が押し寄せる可能性があると
みられている。しかし、ベトナムがこの機会を有効に活用するためには、
GVCへの参加が今後の戦略として必要であるとベトナム政府は考えてお
り、そのためには裾野産業の育成が非常に重要な鍵となる。これは現在、加
工製造業の企業総数の約4.5％を占める裾野産業で事業を行う国内の中小企
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業にとって、絶好のチャンスとなる。ただし、GVCへの参加が認められる
には、国内の中小企業が、技術面でGVCに適合すると認められるための厳
しい要件を満たさなければならない。GVCは、日本と米国のバリューチェ
ーンなど国ごとに、また、機械、電子機器、農業のバリューチェーンなど業
種ごとに、それぞれ特性が異なるため、要件も異なってくる。そのため、国
内の中小企業は多くの課題に直面している。

本稿では、ベトナム国内の中小企業がGVCに確実に参加できるよう、能
力向上に必要な要件を特定することに焦点を当てる。

2．調査方法

ベトナムの中小企業がGVCに確実に参加する機会を特定するためには、
ベトナムの中小企業の視点からアプローチするのではなく、外国投資家や企
業の客観的な視点が求められる。調査結果は、すべてのGVC参加企業とチ
ェーン全体の利益のため、ベトナムの中小企業がGVCにおいて確たる地位
を獲得できるようにするための、あるいは改善が必要な重要なポイントを特
定できるようにすることが望ましい。

本調査では、上述した目標にアプローチするため、戦略的な分析手法を使
用する。社会経済情勢（マクロ環境）の分析から始まり、産業の特徴と競争
状況（産業環境）の分析、最後にベトナムの中小企業の特徴を精査する。こ
こでは、中小企業を特定の事例として提示するのではなく、産業における顕
著な特徴を取り上げ、最近の関連文書や記事によって検証した。このアプロ
ーチは、ベトナムの中小企業の典型的な姿を示すために選択したものであ
る。特定の産業に関心を持ち、参入を決定する場合は、ベトナムの中小企業
がGVCのパートナーになることを支援するための、さらなる詳細な調査を
行う必要がある。

なお、本調査を踏まえての考察は、第6節で別途行った。
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3．ベトナムの社会経済情勢

ベトナムは、アジア太平洋地域において重要な戦略的地位を占めている。
3,260kmの海岸線を持ち、世界の主要海上貿易地域の一つである南シナ海に
接している。インド洋から太平洋方面に輸送される物資の約40％は、南シナ
海を通過して中国、日本、韓国、米国に送られる。中国やこの地域の他の
国々と比較すると、ベトナムの製造コストは非常に競争力がある。

3.1　ベトナム経済の戦略的特性
ベトナムの政治環境、技術動向、教育、労働力には、ある独特な戦略的特

徴がある。
同国は、世界で最も開放された経済の一つとされ、GVCに積極的に参加

している。アジア開発銀行（以下、ADB）によると、2019年の貿易ベース
のGVC参加率は、世界平均が44％であったのに対し、ベトナムは60％であ
った。ベトナム企業のGVC参加形態には、FDIによる通商、輸入部品を使っ
た輸出品の国内での組立事業の立ち上げがある。この傾向が最も早く顕在化
したのは、衣料品と履物分野だった。最近、ベトナムの輸出品構成は大き
く変化し、FDIによる電子機器の組立事業が増加した。電子機器の輸出額は
2015年以降急増しており、関連するFDI企業に雇用される労働者数も増加し
ている。この背景には、他のASEAN諸国に対して、ベトナムが複数の優位
性を持っていることがある（表1）。
�政府は、事業環境、物流インフラ、情報通信などテクノロジーの継続的な

改善を進めている。ADBによるとベトナムのGDPの5.8％がインフラ整備に
費やされており、東南アジアでは最も高い投資水準である。さらに、公共投
資の促進により、インフラがより一層完備され、通商により有利な条件が整
い、工場をベトナムに移転する資本を誘引している（表2）。

	また、ベトナムは、他の国と比較して、文化や教育においても多くの点で
競争優位性が高い。北東アジア諸国（中国、韓国、日本）と文化的に類似し
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ているほか、ベトナムでは日本語や韓国語を話す労働者の割合が東南アジア
の他の国よりもかなり高い。

ベトナムには若く、かつ非常に豊富な労働力がある。ベトナム統計総局
（以下、GSO）によると、総労働力人口は約5,000万人で、産業別でみる
と、主に、農林水産業（1,400万人）、製造業（1,100万人）、卸売・小売業
（720万人）、建設業（450万人）、飲食業（250万人）、運送・倉庫業（180
万人）となっている。新興産業である情報通信テクノロジー業（以下、
ICT）に従事する労働者数は約30万人である。一方、同国の失業率は2.5 〜
3.0％と低い。失業率が比較的高い地域は、南東部は4.7％、メコン川デルタ

表1．ベトナムとASEAN諸国の生産運営コスト

工業用地の地代
（ドル/m2/期間）

給与
（ドル/月） 法人税（%）

中国 180 412 25

シンガポール 423 495 30

フィリピン 122 236 25

インドネシア 238 348 25

マレーシア 255 414 24

タイ 183 416 20

ベトナム 104 190 20

ミャンマー 	 80 162 25

出所：	Dao	Minh	Phuc	（2020）,	The	trend	of	shifting	 investment	
out	 of	 China	 and	 solutions	 to	 attract	 investment	 for	
Vietnam	;	Banking	Magazine	No.	21/2020

表2．ベトナムのビジネス環境（インドネシアとの比較）

ベトナム インドネシア

技術革新（順位） 24 25

港湾インフラ（順位） 85 74

物流ポテンシャル（順位） 39 46

自由貿易協定（FTA）締結国数 16 15

出所：	Dao	Minh	Phuc	（2020）,	The	trend	of	shifting	 investment	
out	 of	 China	 and	 solutions	 to	 attract	 investment	 for	
Vietnam；	Banking	Magazine	No.	21/2020
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地域は4.0％、中部は3.3％となっている。都市部の失業率は4.0％と農村部の
2.0％より高く、都市部に限定すると南東部は5.5％、メコン川デルタ地域は
4.7％、中部は4.5％となっている。

3.2　COVID-19の影響
COVID-19のパンデミックは、グローバル・サプライチェーン（以下、

GSC）の混乱を引き起こし、世界経済に大きな打撃を与えた。GSCの混乱
は、生産コストの大幅な上昇とそれに伴う製品価格の上昇により、世界経済
に悪影響を及ぼしている。世界銀行は、世界の経済成長率が、2022年には21
年の5.5％を大幅に下回る4.1％にまで低下し、各国政府が前回の感染拡大時
に投入した金融・財政支援策を縮小する23年にはさらに3.2％にまで低下す
る可能性があると予想している。

一方、国際通貨基金（以下、IMF）の22年経済見通しでは、世界経済成
長率は、21年の6.1％から22年、23年には3.6％に減速すると予測している。
IMFによると、GSCの混乱の4割はCOVID-19に起因する一方、労働力不足
やインフラの悪化は、工場の操業停止以上に供給やインフレに継続的な影響
を与える可能性があるという。さらに、欧州や中国が新しい規制を課してお
り、サプライチェーンのさらなる混乱を引き起こすと予想される。ウォー
ル・ストリート・ジャーナル紙が22年に行った調査によると、貨物船、労働
力不足、需給の不均衡に関する問題で当面はサプライチェーンの混乱が続
き、エコノミストの約45％が22年後半までは改善しないと予測しているとい
う。さらに、ロシア・ウクライナ戦争は、GSCにも大きな影響を及ぼし、供
給の混乱を深刻化させている。ロシアとウクライナは金属（銅、ニッケル）
の二大供給国であり、世界的な小麦輸出大国でもある。したがって、ロシ
ア・ウクライナ戦争は、食糧サプライチェーンに大きな影響を及ぼし、近い
将来、多くの商品市況にも大きな影響を与えることになる。

COVID-19のパンデミックとロシア・ウクライナ戦争は、ベトナムへの投
資資金フローの動向に影響を与えたが、ベトナム経済への影響はさまざまで
ある。ベトナムにおける外国投資（家）の払込み資本金は2022年は8月末ま
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でに128億ドルと、前年同期比で10.5％増加している。一方、総登録資本金
は168億ドルと、同12.3％減少している。これは追加登録資本金が50.7％増加
したものの、新規登録資本金が43.9％減少したためである。なお、登録プロ
ジェクト1件当たりの投資額は平均1,210万ドルに達し、21年の1,182万ドルよ
り拡大している。工業用地の地代は、基準額である200ドル/㎡を超えてい
る。また、熟練労働者、特にハイテク労働者が不足している。

COVID-19により、ベトナムの経済と中小企業は多くの課題に直面してい
る。政府の経済政策が奏功し、経済と中小企業はかなり効果的にその課題に
対処してきた。商工省工業局は、21年を振り返り、今回のCOVID-19のパン
デミックがGSC、国内供給及び消費需要に与えた影響により、国内自動車産
業は、多くの困難と課題に直面したと指摘している。それでも、政府と各省
庁の時宜を得た支援策により、自動車産業は依然として生産と事業活動を維
持している。21年の自動車の組立台数は、前年比9.1％増の約29万9,800台に
達した。政府が行った支援策、すなわち、登録料の引き下げ、国内で生産さ
れた自動車及び国内で組み立てられた自動車に対する物品税の納付期限延長
などの措置が奏功した。この他、インフラ・交通分野での公共投資プロジェ
クトの促進が加速した。COVID-19の影響を大きく受けた2年間を経て、ベ
トナム経済は徐々に回復している。22年のGDPは約8％と高い成長率が予想
されている一方、労働生産性の伸びは約4.7 〜 5.2％と、政府目標の5.5％を
下回る見通しだ。政府は、30年までに高中所得国、45年までに先進国になる
という野心的な開発目標を達成するため、2021 〜 30年にかけて労働生産性
を毎年6.5 〜 7.0％引き上げる目標を掲げている。

一方、民間セクターでは、今回のパンデミックが、企業のデジタル技術利
用拡大の追い風となっている。実際、ベトナム企業で利用されているテク
ノロジーを人気順に並べると、①販売・購入時の電子決済（企業の52 〜 54
％）、②倉庫管理、データ共有（41 〜 44％）、③販売・購入のeコマース
（39％）、商品・文書類の配送・受取管理（39％）、ビデオ会議（32％）、
④業務・プロセス管理（28％）、⑤人材管理（20％）、となっている。社内
承認、オンライン研修、企業資源計画（ERP）といった、内部管理分野にお
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けるテクノロジーの応用は20％未満とかなり低く、製造業では特に低い。例
えば、工場運営、オペレーション技術、あるいはIoT機器の利用は10％未満
と非常に少ない。このことは、ベトナム企業のデジタルトランスフォーメー
ション（以下、DX）が今回のパンデミック以前から強力に推進されてきた
にもかかわらず、これまでのところ、デジタル技術は比較的単純なタイプの
限定的な利用規模にとどまっていることを示している。

ベトナム政府は、中小企業支援、行政改革の継続、汚職防止推進のために
有効な政策を積極的に発表しているが、産業界への支援は、発展に必要な条
件を満たしていない。中小企業の資金源は依然として限定されており、中小
企業の革新と世界経済への組み入れを支援するには、多くの政策が不十分な
内容となっている。

工業セクターにおける裾野産業企業を支援する融資条件に対する規制はま
だ適正化されていないため、政府は、上述の一連の措置に加えて、金利と融
資期間、融資限度額など、緊急かつ資本に重点を置いた包括的な解決策を提
示することが必要である。

要約すると、ベトナム経済は非常にダイナミックであり、世界経済が多く
の困難に直面している状況下でも、急速に発展する要因を多く備えている。
その重要なリソースは、経験が浅く訓練もなされていないが豊富かつ潜在性
を持った人的資源である。これは、経済発展の突破口を開く要因となる一方
で、経済発展の障害となる可能性もある。一方で、企業間の密接なつながり
を欠いた経済は、効率性も低下する。この問題は、適切な政策アプローチに
よって改善することが可能である。

4．FDIを活用した裾野産業育成

現在、電子機器、繊維、履物、自動車の製造・組み立てといったベトナム
が強みを持つ主要産業では、生産を支える国内原材料やスペア部品が不足し
ている。そのため、これらの製造業は輸入原材料に大きく依存しており、生
産は受動的で高コストになっている。一方、ベトナムにはFDIの波が押し寄
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せている。このため、より強力にFDIを呼び込み、生産に役立つ裾野産業の
発展を促進し、この問題に対処することが求められている。以下では、ベト
ナムの裾野産業に投資を呼び込んだ事例について考察する。

4.1　裾野産業の現状
2022年の時点で、自動車・機械産業向けに部品供給する加工企業は約

5,000社存在する。そのうち、国内メーカーに供給する企業は70％、輸出業
者に供給する企業は8％、両方に供給する企業は17％となっている。

産業別に見ると、繊維・履物産業の裾野産業企業の64％が国内市場に供給
しており（うち3％がFDI企業に供給）、9％が輸出市場、27％が両市場に供
給している。

ゴム、プラスチック、化学製品の分野では、国内市場に供給する企業が52
％、輸出市場のみに供給する企業が4％、残る44％は両市場に供給している。

電子機器分野では、国内市場に供給する企業が44％（うち22％がFDI企業
のみに供給）、輸出市場に供給する企業が16％、裾野産業の40％が両市場に
供給している。

機械・自動車産業では、国内市場のみに供給する企業が83％、輸出市場の
みから収益を得ている企業はわずか3％、両市場から収益を得ている企業は
14％となっている。

ベトナムの中小企業は、主にGVCの裾野産業を通じて世界市場に製品を
供給している。裾野産業は、繊維、履物、電子機器、農産加工業など、ベト
ナムの主要製造業の世界市場との連結を促し、サプライチェーンの安定性向
上に役立つため、関心が寄せられている。ベトナム国内の裾野産業の生産能
力も徐々に拡大している。

ベトナムからの主な輸出市場は、中国、韓国、米国、日本である。国内企
業は、電子製品やオートバイ用の部品、プラスチック部品及びゴム、自動
車、オートバイ及び機械製品用のアルミニウムなど金属部品といったスペア
部品や部品の一部を供給できるようになった。国内産業への供給ができるよ
うになったことにより、ベトナムの一部の産業の現地調達率は上昇してい
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る。また、ベトナムの裾野産業企業のレベルは徐々に向上しており、高度な
技術コンテンツを搭載した精度の高い製品を生産し、付加価値率の向上に寄
与している。2021年は、複雑な展開をたどったCOVID-19のパンデミックに
より、多くの困難に直面したものの、裾野産業企業は積極的にビジネスモデ
ルを転換して戦略を変更するなど柔軟に対応したことで、パンデミックが制
御されると迅速に回復した。その結果、裾野産業は回復し、国内産業の発展
に寄与している。

4.2　サプライチェーン先として外国企業から選好されるベトナム
サプライチェーンのソリューションを提供するQima社の調査結果でベト

ナムのFDI企業が国内サプライヤーの利用に前向きになっていることが伺わ
れる。同社が2021年3月に世界各国の700社以上の企業を対象に行ったアンケ
ート調査では、多くの欧米企業が引き続きベトナムをサプライチェーン先に
選択していることが明らかになった。同調査では、21年第1四半期時点で、
欧州企業の25％がベトナムをトップ3のサプライヤーに選んでおり、特に米
国企業でこの数字はさらに高く、43％に上った。

22年、パンデミックなどのリスクを回避するために他のサプライヤーを検
討した調査対象企業のうち、3分の1がベトナムを第一候補に挙げたと回答し
た。米国企業では、この数値はさらに高く、40％に上った。今後12か月以内
に新しいサプライヤーを見つける意向を持つ回答企業のうち、米国企業の38
％、欧州企業の28％が、ベトナムを選ぶ、またはベトナムのサプライヤーか
らの購入を増やす予定であると回答した。

ベトナムでは、伝統的な産業に加え、新興産業として、農産物輸出や、家
具製造、観光が成長している。しかし、これらの産業が経済に占める割合は
まだ低く、GSOの統計によると、小売・サービス業のうち、観光・ホテル
業はそれぞれ約12％となっている。その他に今後の成長が期待される産業と
しては、薬用植物、医療、食品加工、香辛料などがある。

ベトナムの重要な優位性の一つは、中小企業が国内及び地方市場にアクセ
スできることである。1億人近い人口と1人当たり4,000ドル以上の所得水準
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を持つベトナムの市場は、発展途上にある。同時に、ASEAN域内の経済関
係を通じて、外国企業が地方市場にアクセスすることが可能となっている。

米中貿易摩擦が勃発すると、一部の中国企業、特に繊維産業の企業はベト
ナムをはじめとする東南アジア諸国に工場を移転した。その他の産業でも、
貿易摩擦の発生以来、ベトナムを進出先に選ぶメーカーも多い。

Qima社の調査によると、ベトナムは特に米国企業に人気がある。ベトナ
ムを供給国のトップ3の一つと考えている米国企業の割合は、過去4年間で倍
増し、2021年初めには43％に達している。今回の調査では、21年第1四半期
時点で、欧州企業の25％がベトナムを供給国のトップ3に選んでいた。これ
は、前年の調査より15ポイント低いものの、19年の調査より11％高い。これ
は、20年8月1日にEUベトナム自由貿易協定（EVFTA）が発効したことに
よる。20年に、パンデミックなどのリスクを回避するために他のサプライヤ
ーを検討した調査対象企業のうち、3分の1がベトナムを第一候補に挙げたと
回答した。米国企業では、この数字はさらに高く、40％に上った。この傾向
は、21年も続くと予想される。今後12か月以内に新しいサプライヤーを見つ
ける意向を持つ回答企業のうち、米国企業の38％、欧州企業の28％が、ベト
ナムを選ぶ、またはベトナムのサプライヤーからの購入額を増やす予定であ
ると回答した。

野村総合研究所によると、日本企業の進出先には東アジアと東南アジアが
上位に挙がっており、2018 〜 19年に東アジア、東南アジア、南アジアに進
出した企業は56社に上った。このうちベトナムに進出したのは28社で、台湾
が11社、タイが8社、そしてインドが3社となっている。また、米国商工会議
所のデータによると、中国に進出している米国企業の約3分の1が、中国への
投資を中止または停止する意向であり、40％の企業が、生産ラインの一部ま
たは全てを中国から東南アジアもしくはメキシコに移転させる見通しと回答
している。アップル社は、中国からベトナムに生産移転を開始しており、ベ
トナムでのヘッドホンの生産量を拡大、2020年第2四半期には約400万台のヘ
ッドホンを生産した。さらには、グーグルとマイクロソフトも生産ラインの
一部を中国からベトナムに移転しつつあるなど、米国企業もベトナムの企業
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をサプライチェーンにおける優先パートナーと位置づけている。パナソニッ
クは、ハノイに洗濯機とエアコンの工場を移転し、東南アジア最大の生産拠
点とする予定である。

アップル社は、同社のサプライチェーンに参加する台湾企業の11工場を
ベトナムに移転した。デンマークのレゴグループは、ビンズオン省に新工
場を建設し、10億ドル以上の投資プロジェクトを実施している。また、電
動工具・家庭用工具に特化した香港の多国籍企業である創科実業（TTI、
Techtronic	Industries）は、ホーチミン市ハイテクパークで6億5,000万ドル
の投資プロジェクトを展開している。同社は、全世界に12の工場を持ち、製
品の76％を米国及び北欧市場に供給している。このほか、台湾の鴻海科技集
団（Foxconn）、中国の立訊精密工業（Luxshare	Precision	Industry）、台
湾の和碩聯合科技（Pegatron）や緯創資通（Wistron）など多くの企業がベ
トナムにおける生産能力を増強している。

2019年のベトナムの米国からの製品輸入量は前年比で35.6％増加したが、
中国からの輸入量は16.2％減少した。すべての製造業が容易に生産を移管で
きるわけではないが、ベトナムの労働者の技能水準は比較的高い。在ベトナ
ム中国企業が雇用する他省からの出稼ぎ工場労働者は増加している。

繰り返しになるが、ベトナムの中小企業は、資源面での優位性は低い。同
国に豊富にあるのは人材だが、創造的能力を備えているものの、経験に乏し
く、生産性が低い。これをベトナムへの進出戦略上の「ボトルネック」とみ
なすことができ、ベトナムの経済や中小企業の潜在能力を高め、それを活用
することにより重要な変化をもたらすことが可能である。中小企業は、企業
規模が小さいことや知識や国際市場での経験不足から、競争力が非常に弱い
ため、GVCに参加することは、競争に打ち勝ち、ノウハウを獲得する賢明
な方法である。裾野産業では、約3割の企業がグローバルなサプライチェー
ンやバリューチェーンに参加している。

Qima社の調査結果は、FDI企業がベトナム企業の供給能力に注目し、サ
プライヤーの利用に前向きな変化をもたらしていることを伺わせる。同社が
21年3月に世界各国の700社以上の企業を対象に行ったアンケート調査では、
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多くの欧米企業が引き続きベトナムをサプライチェーンに選択していること
が明らかになった。同調査では、2021年第1四半期時点で、欧州企業の25％
がベトナムをトップ3のサプライヤーに選んでおり、特に米国企業でこの数
字はさらに高く、43％に上った。

前述のように繊維・履物産業では、裾野産業企業の64％が国内市場に供給
しており（うち3％がFDI企業に供給）、9％が輸出市場、27％が両市場に供
給している。ゴム・プラスチック・化学産業では、国内市場に供給する企業
が52％、輸出市場のみに供給する企業が4％、残る44％は両方の市場に供給
している。電子機器産業では、国内市場に供給する企業が44％（うち22％が
FDI企業のみに供給）、輸出市場に供給する企業が16％、裾野産業の40％が
両市場に供給している。

GSCで生じている大きな変化により、多くの多国籍企業がベトナムへの投
資を拡大している。外国人投資家がベトナムに投資機会を追求していること
により、ベトナムの中小企業にGVCの「リンク」先になるという好機が訪
れた。これは、ベトナム企業にとって大きなチャンスであると同時に課題も
併せ持つ。そこで問われるのは、ベトナムの中小企業がこの好機を生かせる
かということである。

5．問題は国内中小企業の近代的な生産技術・経営管理手法への対応能力

ベトナムは、市場経済を志向する経済移行国である。国内の中小企業は規
模が小さく、市場経験も乏しい。30年を経て、成功した中小企業の多くが国
際市場へのアクセス、オートバイの組み立て、部品製造、貿易、不動産業を
端緒に、今や国内市場の大企業に成長した。これら企業は成熟段階に入って
いる。しかし、新旧、業種の違いによらず、課題がある。若い世代が立ち上
げた新興企業は、新しいテクノロジーや生産・経営手法にアクセスするチャ
ンスが多い一方で、事業基盤を確立している企業は、リストラや成長の継続
という問題に直面している。また、成熟した企業は、後継者育成や事業譲
渡、事業形態の転換といった問題を抱えている。このため、ベトナム企業へ
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のアプローチに際しては、こうした特性を考慮する必要がある。
ベトナムの部品メーカーの中には、金型の製造、自転車及びオートバイの

部品、機械の標準部品、電力ケーブル、プラスチック部品、工業用ゴム、タ
イヤチューブといった分野で優れた製造能力を持つ企業がある。これらの
製品は国内の需要を十分に満たし、世界中の多くの国に輸出されている。
また、国内の裾野産業企業も、生産・製造に近代的な基準や管理ツールを
ますます積極的に導入するようになってきている。これにより、ベトテル
（Viettel）、ビングループ（Vingroup）、チュオンハイ（Truong	Hai）、
タインコン（Thanh	Cong）、ホアファット（Hoa	Phat）といった、基幹産
業、材料、機械工学の分野で活動する大規模な経済グループが形成され、発
展して裾野産業の基盤が構築された。これにより、ベトナムの裾野産業企業
がグローバルな生産ネットワークやバリューチェーンへ段階的に深く参加す
ることが可能となった。

COVID-19のパンデミックは、世界経済の多くに悪影響を及ぼしたが、ベ
トナムの中小企業にとっては、「挑戦すべき課題」と捉えることができる。
COVID-19のパンデミックは、結果的にDXを促進し、企業はビジネスマイン
ドの変革を余儀なくされた。これにより、10年以内に、非常にダイナミック
で効率的なスタートアップ企業創設の波が生まれるとみられる。多数の企業
を対象に行われたハノイ経営工科大学経営研究所（以下、INBUS）	（注2）のア
ンケート調査の結果は、新たに設立された企業の多くが、規模は小さいが、
既存企業には無いビジョンを持っていることを示している。こうしたスター
トアップ企業の関心は、良いブランド力を持つ国際的な企業パートナーを見
つけることや、バリューチェーン内で安定的な地位を確立すること、チェー
ン内で発展すること、チェーン外に企業活動や製品を拡大することにある。
一方、旧来型の企業の関心は、自社の製品やサービスの市場を探すこと、事
業や工場拡大のための資本・資金の支援先及び用地を見つけること、競争対
策など、その企業の存続に関わる典型的な問題に対処することである。商工
省によると、ベトナムでは大企業の割合は2 〜 4％であるが、各産業で中心
的な役割を果たしている企業はないという。

国際貿易と投資No.132.indb   35 23/06/29   15:29

https://iti.or.jp/

https://iti.or.jp/


36 ◆　国際貿易と投資　No.132

また、ベトナム商工会議所（以下、VCCI）傘下の企業開発研究所がジェ
トロの支援を受けて行った別の調査によると、工業分野の加工・製造（61.3
％）と農業、建設、貿易、サービス（非製造業と総称）の400以上の調査対
象企業のうち、50％以上の企業が2019年以前からデジタル化を進めている。
COVID-19のパンデミックは、事業運営に大きな悪影響を与えたが、同時
に、起業件数を増やし、企業での取り組みを加速させる「追い風」にもなっ
た。ただし、COVID-19のパンデミック後にDXに関心を持った企業は25.7％
にすぎない。大企業の動きがより早く、より先へ進む一方で、DXに関心を
持つ中小企業も増加している。また、同調査により、国内企業の4分の3以上
（76.4％）がデジタル技術を導入している（そのうち大企業の14.7％、中小
企業の32％がCOVID-19のパンデミック後も引き続きDXを推進している）
一方で、20.3％の企業は、そのほとんどが関心はあるものの、デジタル技術
を利用していないことが分かった。何らかのデジタル技術を利用したことが
ある国内企業のうちほんのわずかの割合（3.4％）ではあるが、DX以前のビ
ジネスのやり方に戻ることを決めた企業があった。

ベトナム企業が利用するデジタル技術のアプリケーションは、主に販売、
マーケティング、購買、物流、内部管理を中心にさまざまな管理分野にわた
っている。最も一般的なアプリケーションは、販売（54％）または購買（52
％）の電子決済である。一方、プロセス管理（28％）、人事管理（20％）、
社内承認手続き（19％）、eラーニング（14％）のアプリケーションは、特
に生産や管理のオートメーション化においては、10％足らずと依然として非
常に低い。COVID-19の影響により、企業のデジタル技術への関心は高まっ
たものの、その範囲は内部管理（20％未満）、購買（約15％）、倉庫管理
（10％以上）といった分野に集中している。ベトナム企業のDXに対する期
待は、①生産コストの削減、②事務処理の削減、③実効性のあるガバナンス
の実施、④サービスクオリティの向上、⑤市場アクセスの改善に重点が置か
れている。

ベトナムの中小企業の大半は独立経営であり、事業の関係構築や提携は、
主に経営者の個人的な信頼に基づいて行われている。そのため、ベトナムの
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中小企業は、自社のバリューチェーン内のメイン業務において多くの活動を
自ら行わなければならないため、製造プロセスの専門化を極めることが困難
となっている。この不足を補うために私的関係が利用されており、それは中
小企業の事業の組織や構造にも一定の影響を及ぼしている。INBUSの考察
によると、これは、中小企業の典型的特徴となっている。

これとは対照的に、日本企業とパートナーシップを結ぶベトナム企業は、
事業に対する一定の確実性が担保されていると考えるため、品質管理や技術
の高度化に多額の投資を行う傾向にある。しかし、国内の中小企業のサプラ
イチェーンではこの様な動きはほとんど見られない。一方、国内の中小企業
は、明確で安定した市場志向が欠如し、持続可能なネットワークもないた
め、バイクや自転車のスペア部品といった品質の低い製品を提供することが
多く、生産工程は部分的にしかオートメーション化されていないのが現状で
ある。海外市場へのアクセスは主に海外のパートナー企業を通じて行われる
ため、こうした国内の中小企業の販売やマーケティング活動は依然として限
定的なものにとどまり、アフターサービス体制も未整備である。このため、
GVCとの接続が切れているか、あっても非常に弱い。これは弱点であると
同時に、将来的にベトナムの中小企業のために強力なGVCを構築する上で
重点課題となるだろう。

さらに多くのベトナムの中小企業の弱点として経営陣の質が挙げられる。
これは、過去30年間に発展した市場経済に対する新しい専門教育制度が伝統
的な経営手法に基づいたものであること、経営者が市場メカニズムを経験す
る機会が少ないことによるものだ。一方、30年にわたる変革と発展の過程を
生き残った企業の多くは、ドイモイ後の起業家第一世代が経営しており、事
業活動を自ら直接監視する小規模経営者の考え方が依然として支配的であ
る。

一方、ベトナムの中小企業の比較優位の一つは、豊富な人的資源である。
そして、多くの企業はこの強みに過度に依存し、生産工程に投入する労働力
を拡大させている。しかし、潜在的な能力は高いと言われる一方で、労働生
産性が低いためコスト削減にはつながらない。こうした不適切な経営手法の
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ため、ベトナムの中小企業に創造的な製品は多くない。人材の質を向上させ
る必要性は認識されているものの、その達成は依然として期待されるものか
らは程遠い。質の高い人材の供給と育成の問題は、FDI企業からも問題提起
されている。なぜなら、多国籍企業は裾野産業に高い精度の製品生産、品質
を求めており、ベトナムに工場進出する際に中小企業に対しては、新しい技
術を理解できる人材がいることを要件として求めるためである。

COVID-19のパンデミックに直面する中で、ベトナムの中小企業は積極的
にデジタル技術を探求し、活用してきた。ベトナムのインフラ、政策、人材
に関するデータは、ベトナムでデジタル経済が順調に進んでいることを示し
ている。海外では、多くのスタートアップ企業が、IT分野を中心に急成長
しているが、製造業の観点から見ると、このプロセスは依然多くの困難に直
面している。DXはパンデミック以前から始まっていたが、そのプロセスが
行われたのはパンデミック発生後だった。経営者の認識不足に加え、資金、
技術などのリソース不足、吸収力の弱さなどから、企業内ではDXの真のプ
ロセスは行われておらず、GVCに対応できるような変革が求められている。

全体として、ベトナムの中小企業は多彩な様相を呈している。ベトナムの
中小企業には潜在力があるとみなされているものの、規模が小さく、比較的
独立して事業を展開し、企業間のネットワークのつながりは弱い。ベトナム
裾野産業協会（VASI）を除き、業界団体の役割はやや限定的である。中小
企業の発展も、産業や分野によって異なる。ソフトウェア・テクノロジーな
どの新興産業や、農業など国内市場より上流にチェーンがある産業は、ここ
数年目覚ましい成長を見せているが、一般に製造業は海外のGVCに依存し
ているために、多くの困難に直面している。このため、異なる産業の中小企
業にアプローチする戦略では、この特徴を考慮する必要がある。

6．考察

COVID-19のパンデミックは、世界のすべての国に影響を及ぼし、世界経
済は深刻な景気後退に陥った。ベトナム経済も開放度が高く、広範に国際社
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会に組み入れられているため、COVID-19の影響を受けてきた。あらゆる社
会経済分野が深刻な影響を受け、サプライチェーンや貿易の流れに混乱が生
じ、そのため生産プロセスやすべてのビジネス・サービス活動が停滞した。
科学技術の力強い発展に伴い、生産とコストの最適化、リスクを分散・削減
するために投資を増やし、新たなGSCを構築する傾向は、ベトナムの中小企
業に新たな事業機会と同時に課題ももたらしている。COVID-19により、多
くの国が経済の相互依存関係を見直し、自立能力を強化する一方で、ナショ
ナリズム、内向性、保護主義の台頭が続いている。それと同時に、リスクの
分散・低減を目的とした、投資の置き換え、グローバルなサプライチェーン
とバリューチェーンの再編成が引き続き推進されている。今後、東南アジア
諸国、インド、メキシコ、トルコなど、市場や開発レベル、技術や人材の特
性などが類似している発展途上国を中心に、投資誘致やGVCへの参入競争
が激化するものと思われる。

6.1　政府の政策方針 ─GVCへの参加強化による生産性の向上
ベトナム共産党政治局が2020年6月5日付で公表した、「国家経済の回復

及び発展のためのCOVID-19パンデミックの影響を克服する方針に関する結
論（No.	77-KL/TW）」には、「実行すべき課題の一つは、サプライチェー
ン、バリューチェーンの回復及び新たな開発への集中と、多様化を通じ、一
つの市場に輸出入双方に依存することを避け、輸出を強化することである」
と記されている。

発展途上国の持続的な生産性向上の主な要因は、規模に応じた収益の増加
と技術力の向上である。これは輸出やGVCへの参加を通じておそらく実現
が可能である。輸出とGVCへの参加により、中核業務への特化、輸入資材
へのアクセス、多国籍企業からの知識の移管、グローバル競争による競争促
進効果を通じて生産性の上昇が促される。輸出とGVCへの参加は、輸出か
ら得られる知識を通じて企業の生産性を向上させる。輸出企業は、世界市場
への参加で得られる知識や専門性を通じて国際貿易参加から利益を享受し、
その結果、生産性が向上する。一方、輸出企業は、そのコアコンピタンスに
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近い製品、すなわち比較優位が相対的に高い製品に特化することで生産性が
向上する。実際の経験によれば、ベトナムの中小企業にとってGVCへの参
加は、成長を持続し世界市場に進出する機会となっている。

6.1.1　事例：サムスン（Samsung）
ベトナム商工省（MOIT）によると、2014年、サムスングループは「ギャ

ラクシー S4（GalaxyS4）」とタブレット製品向けに部品供給を求めベトナ
ム企業に対し170点の付属品リストを発表した。しかし、ベトナムの裾野産
業企業は最も単純な部品でさえも要件を満たせず、国内での敗北を甘んじ
て受け入れざるを得なかった。この1年後、事業機会を逃すまいとするベト
ナムの裾野産業企業4社がサムスンの一次サプライヤーの水準に到達したの
を皮切りに、その後もサムスンのサプライヤー数は増加し続けている。こう
して、サムスンの一次サプライヤーの数は、2018年の35社から42社に増加し
た。また、二次サプライヤーの数も18年の157社から170社に増加し、現在ベ
トナム企業240社がサムスンのサプライチェーンに参加している。

また、COVID-19のパンデミックが複雑な展開をたどる中で、20年初めに
同社が東南アジア最大の研究開発センターの建設に投資したことで、サムス
ンの長期開発戦略とベトナムを同社の世界的な生産拠点とする方向性が改め
て確認された。また、サムスンに加えて、2020年の時点で、トヨタ・ベトナ
ムのサプライヤー 33社のうち、5社（15.15％）がベトナムのサプライヤーと
なっている。

その他の分野では、持続可能性と柔軟性を高め、新たなサプライチェーン
を開拓するために、工業生産のサプライチェーンの統合と再編が進んでい
る。例えば、①南部と北部の産業発展を支援するための二つの技術センター
を振興することにより、繊維、皮革、履物産業がグローバルなサプライチェ
ーンやバリューチェーンへの参入を深化させている。これらの技術センター
は、トヨタ、三菱、キヤノンなど、ベトナムに進出している多国籍企業と積
極的に協力、これらの企業のバリューチェーンの参加に適したサプライヤー
を見つけ、結び付けるプログラムを実施、②地域内、地域間及び国際的な連
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携を推進して、新たな地域配置、生産組織、ビジネスの新しいモデルを開発
する基盤の創出に努め、産業クラスターの形成、生産とサプライチェーン／
バリューチェーンの相互連結、新しい開発スペース、新しいサプライチェー
ンの創設に尽力、③企業間（B2B）ネットワークの形成、ネットワーク開発
のニーズを満たすための加工、製造及び裾野産業を支えるデータベースシス
テムの構築、に尽力している。

サムスンの一次サプライヤーは、2018年から23年にかけて35社から42社
に、二次サプライヤーも157社から170社に増加した。

6.2　 GSCを通じてFDIを呼び込みイノベーションと生産性・競争力の向上
を図る

国産品のサプライチェーンの形成と発展の促進は、企業間のつながりを強
化し、国内中小企業の統合能力を向上させるための手段である。重要な課題
は、まずは国内市場の必須農産物・食品分野で、商品サプライチェーンの形
成を促し発展させることである。製造企業と流通・小売企業間の連携を強化
し、品質、食品安全、製品トレーサビリティに関する規制の導入に伴うサプ
ライチェーン全体の連携を推進し、国際的な基準に適合した規制や基準を満
たすベトナムの純粋なリンケージチェーンを形成することである。

また、GVCの生産ネットワークの回復と参加の深化に焦点を当てるこ
と、GSCを再編し適切な対応策を講じること、大企業、特にテクノロジー・
グループに積極的にアプローチして誘致し、主要産業分野への投資を呼び込
むこと、エネルギーに関する基準や規制を策定して確定すること、困難を軽
減し、衰弱したサプライチェーンやバリューチェーンを回復させ、新たなサ
プライチェーンとバリューチェーンを構築し、発展させることにより、GSC
においてベトナムの新たな地位を形成し、確立することである。

ベトナムは、自然、社会、政府の政策など、いくつかの優位性があり、外
国人投資家にとって魅力的な投資先となっている。ベトナムはCOVID-19の
パンデミックをうまく制御し、世界経済が受けたショックを巧みに乗り越え
てきた。経済や政治が安定していること、地理的に恵まれていることも、外
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国人投資家の注目を集める要因となっている。しかし、GVCは、多くの国
の多くの場所の間で大量の物と価値の短期間の移動を伴うため、非常に複雑
な特性を持つ。そのため、GVCに参加する中小企業の能力が、依然として
最大の懸念事項となっている。ベトナムの中小企業が直面している障害の一
つは、イノベーションと生産性の低さである。

イノベーションは、経済発展と国家競争力の向上の原動力と見なされてい
る。ベトナムはこの点で潜在性を持っている国と考えられている。実際に、
ベトナム企業における製品イノベーションも一定の成果を上げているもの
の、企業にとってテクノロジーのイノベーションは喫緊の課題とはなってい
ない。科学技術に事業の基盤を置いた企業の数はゆっくりと増加している
が、商品、機械、設備関連の新技術への企業の投資は全体の39.4％に達した
ばかりであり、これらのうち既存の技術や設備をアップグレードするため
の投資は僅かな研究開発投資を含んでも39.3％にすぎない。ベトナムの中小
企業の研究開発投資は、年間収益の約1.6％で、ASEANの多くの国よりも低
く、企業の約80％は、イノベーション活動（注3）で他社との協力は行ってい
ないと回答している。現状では、科学技術やイノベーションは、労働生産性
や競争力を向上させ、社会経済発展を促進する原動力となっていない。

世界知的所有権機関（WIPO）の2021年のレポートによると、ベトナムの
イノベーション指数は大幅に向上し、13年の142か国・地域中76位から、21
年には132か国・地域中44位へ32位上昇した。2021年時点で、63の省と中央
直轄市において、377件の発明と256件の実用新案、1,265件の意匠、3万1,886
件の商標が認可され、科学技術分野をはじめ、健康、農業、情報、建設、工
業といった分野での多くの成果が指数の向上に貢献している。イノベーショ
ン事業に従事する企業の比率は30％に達した。

22年にベトナム計画投資省（MPI）系の研究機関、中央経済管理研究所
（CIEM）がエネルギー、機械工学、化学品及び化学製品製造、食品製造・
加工などの基幹産業を対象に実施した労働生産性に関するイノベーションに
ついての調査では、ベトナムの中小企業のイノベーションを制限する主な原
因として、リソースやモチベーションの不足による研究開発投資の低さに加
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え、旧式の実務研修や専門技能の育成に起因する人材の質の低さ及び中小企
業の技術吸収力の低さ等が指摘されている。

ベトナムでは、製造業のオートメーション化へのデジタル技術の利用は、
依然として非常に限られている。「インダストリー 3.0」のデジタル技術のコ
ンピュータで制御された機械を使用している企業はわずか29％で、このテ
クノロジーを積極的かつ効果的に使用している企業は8.7％に過ぎない。ま
た、生産の75％は手動で行われており、この技術を積極的かつ効果的に使用
している企業は25％に過ぎない。こうした現状は懸念すべき問題である。ベ
トナム企業はイノベーション能力の蓄積を図る必要がある。まずは、プロセ
スをデジタル技術仕様に変換し、次に、より複雑な「インダストリー 4.0」
のテクノロジーに進展させることが必要である。この取り組みから得られる
利益は莫大なものになるだろう。

ADBのある調査では、ベトナムの中小企業のイノベーションには、直接
的な取引活動よりも、有力企業や外国企業との生産連携がより重要である可
能性が示されている。ベトナム企業がGVCに参加することで、国内中小企
業はより高い売上高を達成し、より多くの下請けを持つようになり、ひいて
は、イノベーションを起こすためのより多くのリソースを確保できるように
なる可能性がある。GVCへの参加が深まると、国内の中小企業は既存製品
を改良していく傾向がある。このことは、政府が、より優れた技術を求める
ように中小企業にインセンティブを与える政策を実施することで、イノベー
ション・システムを改善し、新しい技術を移菅するのに有利な環境を作り出
せることを示唆している。このような政策パッケージには、より優れた技術
を導入しようと投資する企業に対する資金調達へのアクセスも含まれる場合
もある。

また、GVCへの参加が生産性に与える影響が、バリューチェーンに
おける中小企業の位置によって異なることも事実に裏付けられている。
Korwatanasakul及びTranによる2022年の調査では、GVCへの参加の程度・
レベルを考慮すると、GVCの後方への参加（ベトナムにおける財・サービ
スの生産工程において他国で生産された中間財・サービス及び原材料の供給
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を受けること）は労働生産性に負の影響を与えることが判明した。この結果
は、GVCの前方への参加（他国の財・サービスの生産工程にベトナムで生
産された中間財・サービス及び原材料を供給すること）が労働生産性を積極
的に促進させるのに対し、GVCの後方に集中した参加が負の影響をもたら
すリスクを示唆している。これは、外国からの資材やさらなる向上が見られ
ない技術に大きく依存することによる悪影響を示すマクロレベルの分析とも
一致している。

また、この分析では、労働生産性の促進には、研究開発、デジタル技術、
海外投資が重要であることも示された。したがって、政策当局は、GVCの
前方への参加を促進する政策を優先的に設定することが可能であろうし、従
属的役割の罠を避けるために、後方GVCへの参加に際しては、技術移管と
国内技術開発を確保する政策を合わせるなど、政策をうまく設計するべきで
ある。

6.3　ベトナム中小企業の抱えるGSC参入における制約・問題点
ベトナムでは、国内の中小企業をGVCに組み入れるため、裾野産業を構

築してきた。国内の中小企業は、外国人投資家の期待を削ぐ多くの制約や問
題を依然として抱えている。代表的なものを以下に挙げる。
①	管理能力：ベトナムの裾野産業の中小企業は、生産管理や技術工学を組織

化する能力にまだ多くの制約があるほか、技術革新のためのリソースも不
足している。また、生産現場は、レベル、規模、技術、製品の面で非常に
類似しており、GVCに深く関与するための要件を満たす部品やスペア部
品を供給する能力が不足している。

②	運用能力：多くの産業で現地化率が低いため、裾野産業製品の供給能力に
は依然制約がある。具体的には、繊維・衣料品産業では、新規繊維メーカ
ーの現地化率は約40 〜 45％に達する。皮革等の原材料が履物製品のコス
ト構造の68 〜 75％を占める履物産業ではベトナム企業の現地化率は40 〜
45％であるが、電子機器と通信産業で15％、特殊電子機器・ハイテク産業
で5％と、非常に低い。
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③	イノベーション能力：裾野産業の国内企業が製造する製品はまだ単純なも
のが中心で、供給能力も低く、技術内容も中・低水準であり、製品の付加
価値構造に占める比率も小さい。裾野産業の製品自給能力はまだ不十分で
ある。原材料、部品、スペア部品の貿易赤字は非常に大きく、産業の現地
化率は依然として低い。
以上から、結果的に外国企業はベトナム企業よりも、ベトナム国内の他の

外国企業との連携を深める傾向にある。
2014年時点で、サムスンのサプライヤーとなっているベトナムの国内企業

は10社のみであり、うち1次サプライヤーは4社で、いずれも紙製の包装製品
を提供していた。同社のベトナムにおける他の一次サプライヤーは、韓国
（53社）、日本（7社）、マレーシア（1社）、シンガポール（1社）、英国
（1社）の63社となっていた。サムスンによると、17年時点では、ベトナム
企業のサプライヤーは215社に増え、そのうち25社が1次サプライヤーで、そ
の他は2次サプライヤーとなった。ただし、ベトナム企業が提供していたの
は食事のケータリング、レクリエーション旅行、清掃・衛生などのサービス
か、紙製の包装製品のいずれかであり、サムスンの実際の最終製品の組み立
てや製造には関与していなかった。国際連合工業開発機関（UNIDO）によ
る2018年の報告書では、ベトナム企業のGVCへの参加が少ない要因は、国
内サプライヤーの能力が低いためであるとしている。

前述で指摘した制約には以下が挙げられる。

①短期的な経営ビジョン：FDI企業の部品サプライヤーとなった後の企業
の経営戦略は、目先の利益目標に重点が置かれ、長期的な目標を見据え
たものにならない。このため、国内企業間の連携が進まず、域内や国際
的な生産チェーンで主導的な地位を占め、産業の発展・普及をけん引す
る企業が育成されない。

②市場規模の狭隘さ：競争力が弱く、国内市場の規模が依然として小さい
ため、裾野産業製品の生産規模を十分に確保できていない。一方、輸出
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市場では、特に競合他社との激しい競争にさらされている。ベトナム国
内では輸入品に対抗できる主要工業製品がほとんどなく、基礎素材開発
の取り組みも不足している。

③戦略的リソース強化計画の欠如：電子機器、繊維、鞄、革靴、自動車の
生産・組み立てなど、一部の基幹産業の生産では、外国からの輸入原材
料や資材部品の供給に依存している。そのため、中国や韓国、日本等、
ベトナムへの部品供給国でCOVID-19のパンデミックが生じた際には、
これらの産業は生産資材の確保に大きな困難に直面した。

④不十分な政府の開発政策：裾野産業に対する国の開発政策は、依然遅々
として進んでいない。政策実施のための省庁、部門、地方間の調整がま
だ統一されておらず、効果的な実施の要件を満たしていないため、効率
の低いものとなっている。多くの機関の職員の能力は限定されており、
自発性、創造性、分析能力が不足している。また、政府の予測や統計デ
ータも依然として不十分である。

6.4　ベトナム中小企業が対応すべき課題
変動する世界経済とビジネス環境の課題に直面し、ベトナムは多くの産業

で戦略的な変革が行われている。GVCの深化とともに、多くの「メイド・
イン・ベトナム」製品が製造されている。2015年には、「メイド・イン・ベ
トナム」ブランドの高級スマートフォン「Bフォン（Bphone）」が発売さ
れ、ベトナムのIT産業発展の第一歩を踏み出した。2019年には、ベトナム
の国産自動車メーカー「ビンファスト（VinFast）」が登場し、30年来現地
化率の低い組み立てが中心だった自動車産業で新たな地位を確立し、投資、
生産、技術習得、GVCへの参加において自立性を高めつつある。

こうした変化は、ベトナム政府や国内の中小企業に対して新たな課題をも
たらしている。代表的なものを以下に挙げる。
①	企業間のつながりの欠如：国内企業間、国内企業とFDI企業間の関係のつ

ながりが弱い。特に、ベトナムの大手企業は、中小企業に対して、中間製
品の生産・供給に関する支援サービスを十分行っていない。また、国内の
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大企業は、生産及びその製品・サービスを利用するための技術、資金、イ
ンフラを支援するために適格な中小企業を選定する能力も、自らの系列企
業を創出する能力も持ち合わせていない。国内のサプライチェーン及びバ
リューチェーンの構築は、優先目標のひとつとなるべきである。そうすれ
ば、政府は、大企業に国内の中小企業のネットワークから系列企業を育成
することを奨励する制度や政策を拡大せざるを得なくなるかもしれない。
そうすることで、国内の生産・供給ネットワークを拡大し、ネットワーク
内の企業の能力を向上させることが、より容易で便利になる。

ベトナム企業のGVCへの参加スピードは、タイやマレーシアといった
国と比較すると、非常に遅い。制度や政策上の制約に加え、低い技術水
準、資金源や質の高い人材の不足、市場参入の経験が乏しいといった、企
業の能力にも、固有の弱点が内在する。これらの問題が改善されて初め
て、大規模なGVCへの参入速度は上昇し、その後、各GVCへの参加の深
化、ブランディングが可能になるだろう。

②	質の高い労働力の不足：サプライチェーンへの参加に大きな影響を与え
る要因は、労働者のスキルの高さに関連する。ベトナムの労働力の質が
ASEAN諸国の中であっても依然として低い場合、雇用企業は従業員の再
教育に多大な労力を費やさなければならないが、同時に企業はFDI企業と
の労働力の争奪戦に常に悩まされている。さらに、機械やテクノロジーに
投資する際には、ベトナム企業には効果的に業務を遂行できる適格な人材
も不足している。

安価な労働力は、もはやかつてのようにベトナムの優位性ではなくなっ
ている。オートメーション化、人工知能など、生産に応用される科学技術
の発展は、外国企業が熟練労働者の不足問題を解決するのに役立ち、企業
が生産施設をより製品の最終消費市場の近くに移す上で有利な条件を作り
出せるため、その魅力は増している。この課題に対処するには、労働者の
職業技能を向上させることが必要である。

③	ベトナム中小企業の能力上の制約：企業は、GVCにおいて低レベルの「リ
ンク」のみならず、あらゆるレベルの「リンク」に参加できる。GVC上
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で強固な「リンク」を確立するためには、適切な戦略を策定することが求
められる。GVCの特性はそれぞれ異なるが、その特性によって、参加する
中小企業の要件が決定される。しかし、すべてのGVCにおいて、参加する
中小企業の基本的要件は、品質、信頼性、及び操業形態の互換性の確保で
ある。これらが、ベトナムの中小企業の能力開発の方向性を決定する。ベ
トナムの裾野産業企業のうち、GSCとGVCに参加しているのは約30％と
低く、ベトナム企業とFDI企業との結びつきが希薄であることを示してい
る。

④	中国からベトナムやASEAN市場へ（製造施設を）移転する傾向は、潜在
的なリスクを内包：こうした移転は、中国にとって企業を革新・改良し、
新技術を採用するよい機会である。中国は太陽電池、5Gネットワーク、
人工知能、バッテリー製造といった付加価値の高い産業の開発に重点を置
いており、公害を引き起こすことが少なくない付加価値の低い製造業を移
管することは、都市部の環境を改善したいと考える中国政府の意向にも沿
う。製造施設の国外移転により結果的に中国企業が製造に使用する用地が
減り、中国政府が再計画のために使用可能なさらに多くの空き地が生み出
されることになるだろう。これは、競争上の脅威を生み出すだけでなく、
新しい知識や技術を用いて中国の国内企業の生産能力の向上を図るという
戦略的な方向性も示唆している。中国市場や中国企業とのGVCとの関係
強化が必要となるだろう。

7．結論

国際情勢が急速に変化する中、ベトナム政府は適切な対応を迫られてい
る。投資及び事業環境を改善するには、迅速で安定した、透明性があり予測
可能な政策決定を行う必要がある。中小企業や産業クラスターを含む裾野産
業グループや、コンソーシアムを形成することによる強力な裾野産業システ
ムの構築への継続的に取り組みは、裾野産業の中小企業が生産の拡大に投資
するインセンティブを提供する適切な措置である。また、質の高い人材育成
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も優先的に推進する必要があるだろう。質の高い人材の育成は、多くの韓国
企業や日本企業の事例が示すように、過去に比べると格段に改善されてい
る。ベトナムは、今後も継続して国際事業を推進し、質の高い人材の育成を
目指す必要がある。

生産が国境を越えて一層の細分化が進む状況において、GVCへの参加
は、自然な流れである。GVCは本質的にグローバルなものではなく、生産
とサービスの地域的なクラスターに根差したものである。GVCに参加する
ことにより、企業は生産のコアタスクに特化し、輸入資材へのアクセス改
善、外国企業からの知識移管、外国企業との競争による競争促進効果など、
無数のチャネルを通じて生産性の向上が促進される。ただし、成長の機会を
捉えるには、多くの潜在的な障害がある。企業や国により生産体制が異なる
ため、貿易政策のような十分に確立された政策手段に加え、国内サービス市
場における競争など、これまであまり検討されてこなかった政策の重要性も
浮き彫りとなっている。サプライチェーンでは一部のショックが生産ネット
ワーク全体に伝播するため、GVC内で事業を行うと、企業は新たなリスク
要因にさらされることになる。しかし、ベトナム政府及び国内の中小企業
は、成長を促進し、世界経済に迅速に溶け込む能力を強化するために、こう
した機会やGVCにおける海外パートナーとのあらゆる関係を利用する必要
がある。

注
1.	 経営研究所（INBUS）はベトナムのハノイ経営工科大学（HUBT）の付属研究所。
2.	 本調査は、2022年7月から12月までの6か月間にわたり、創業者が日本で研修を受け、日本市場や

日本企業と何らかの関係を持つ、成功した新興中小企業10社を対象に実施された。
3.	 出所：2021年科学技術省（MOST）報告書
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